
 

 

２月 27 日（木） 政府の新型コロナウイルス感染症対策本部において、全国一斉の臨時休業を

要請する方針が示される。 

28 日（金） 文部科学省より、すべての学校において、春季休業までの間、臨時休業を行

うよう要請がある。 

同日、市立学校に対して、３月３日から 13 日までの期間、一斉臨時休業と

する通知を発出。 

３月３日（火） 臨時休業の開始 

 ９日（月） 市立学校に対して、臨時休業期間を３月 14 日から 24 日まで延長するよう

通知を発出。 

25 日（水） 多くの市立学校で修了式を実施。 

26 日（木） 

 ～４月５日（日） 

春休み（学年末休業・春季休業） 

３月 30 日（月） 市立学校に対して、４月８日以降の短時間での教育活動の再開通知を発出。 

４月１日（火） 政府専門家会議において、東京都が「感染拡大警戒地域」とされる。 

３日（木） 市立学校に対して、教育活動再開を延期する（４月８日から 20 日まで臨時

休業とする）通知を発出。 

６日、７日 入学式、始業式を実施。 

７日（火） 国から「緊急事態宣言」が発令される。 

８日（水） 神奈川県教育委員会からの休業要請に基づき、市立学校に対して、臨時休業

の延長（４月 20 日から５月６日まで）を通知。 

28 日（火） 市立学校に対して、５月７日、８日を学校再開に向けた準備期間とすること

を通知。 

５月５日（火） ４日（月）に国が「緊急事態宣言」の延長を決定したことに基づき、市立学

校に対して、臨時休業の延長（５月７日から 30 日まで）を通知。 

19 日（火） 市立学校に対して、６月１日以降の段階的な教育活動再開に向けた準備を行

うよう通知を発出。 

25 日（月） 神奈川県を含めて、全国で「緊急事態宣言」が解除される。同日、神奈川県

教育委員会からの休業協力要請も解除される。 

26 日（火） 市立学校に対して、６月１日からの段階的な学校教育活動再開について通知

し、同日、「教育活動の再開に関するガイドライン」を発出。 

６月１日（月） 分散登校や時差通学等により、段階的に学校教育活動を再開 

（１）児童生徒の居場所の確保

ア 緊急受入れ

保護者の就業等、その他家庭での対応が困難な場合について、小学校１年生から３年生（令

和２年４月からは４年生）、個別支援学級（小・中学校全学年）、特別支援学校（全学部・全学

年）に在籍する児童生徒を対象に、各学校において緊急受入れにより、居場所の確保に努め

ました。 

イ 校庭開放

児童の健康保持、運動機会確保の必要性に鑑み、小学校において校庭開放を実施しました。

（２）学習への対応（学びの保障）

各学校では、休業期間中の児童生徒の学習を保障するために、教科書を活用した課題や学習

プリントの提示等、家庭学習を課しました。 

また、教員と市教委の指導主事が連携を図り、教科書の内容を基にした学習動画のインター

ネット配信を行いました。あわせて小・中学校の学習動画については、ｔｖｋ（テレビ神奈川）

でも放送しました。 

（３）健康状態の把握と感染予防

児童生徒は、各家庭の協力を得て、健康観察票により、毎朝、検温、健康チェックを行いまし

た。教職員については、出勤前の健康チェックのほか、意識して３密を避けるなど、日常的に

感染予防に取り組みました。また、児童生徒及び教職員が新型コロナウイルス感染症と診断さ

れたり（濃厚接触者と判断された場合を含む）、発熱や風邪症状で受診した場合、家族が感染し

た場合などは、速やかに各学校に指示し、関係部署と情報を共有して対応しました。 

（裏面あり） 

新型コロナウイルス感染症に関する対応について 

１ これまでの対応の経緯 

２ 臨時休業中における市立学校の対応 

実施期間 ：３⽉３⽇から６⽉ 12 ⽇まで（期間中の平⽇ 全 60 ⽇間）
利⽤児童⽣徒数 ：延べ 約 436,000 ⼈ （１⽇あたりの平均利⽤率 平均 6.2%）
１⽇あたりの平均：約 7,500 ⼈ １校あたりの平均：約 30 ⼈

実施期間 ：３⽉ 17 ⽇から 24 ⽇まで、４⽉５⽇から５⽉ 29 ⽇まで（全 39 ⽇間）
利⽤児童数 ：延べ 約 325,000 ⼈ （１⽇あたりの平均利⽤率 ４.７%）
１⽇あたりの平均：約 8,300 ⼈ １校あたりの平均：約 40 ⼈

配信期間 ：４⽉８⽇から５⽉ 31 ⽇まで
配信動画数 ：約 2,250 本（⼩・中・特⽀：約 650 本、⾼校・附属中学校：約 1,600 本）
制作に携わった⼈数： ⼩・中・特⽀ 約 330 名（教員：約 240 名、指導主事：約 90 名）

⾼校・附属中学校 約 440 名（教員：約 435 名、指導主事：５名）
アクセス数 ：延べ 919,061 件（5/31 現在）※ID・PW を使って動画配信サイトにログインした延べ数
ｔｖｋ放送期間 ：４⽉ 20 ⽇〜５⽉８⽇、５⽉ 18 ⽇〜22 ⽇、25 ⽇〜29 ⽇
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（４）児童生徒の状況把握（教育相談等） 

   休業中の過ごし方や学習状況など、不安を感じている児童生徒や保護者からの相談に丁寧に

応じるとともに、教育相談日の設定、家庭訪問、電話連絡等を必要に応じて実施しました。 

 

（５）教職員の対応 

   職場での感染拡大を防ぐため、職員同士の接触を極力避ける仕組みとして教職員の自宅勤務

や時差出勤を実施しました。 

 

 

 

 

 分散登校や時差通学等により、段階的に学校教育活動を再開していくよう、学校では準備を進め

ていたところですが、５月 25 日（月）に国の緊急事態宣言が解除され、同日に神奈川県教育委員会

から市町村立学校の再開に係る通知が発出されました。 

 26 日（火）に、市立学校に対して、６月１日（月）からの段階的な学校教育活動再開について通

知するとともに、「教育活動の再開に関するガイドライン」を発出しました。 

 ６月１日（月）より、全ての市立学校において、教育活動を再開しています。 

 

（１）年間指導計画の見直し 

   一斉臨時休業や分散登校等により、今年度の授業時数は国が定める標準授業時数の８割弱に

とどまりますが、長期休業の短縮とあわせて各学校での行事の精選によって、標準授業時数の

確保を図ってまいります。また、各学校では、その学年で重点を置いて指導する項目を明確に

し、年間指導計画を見直すことで授業の充実を図るとともに、学校行事等を含めた教育課程を

再編成しています。児童生徒の学習の定着状況を見ながら、教員やボランティアによる放課後

等の補習、宿題の工夫等による対応も計画しています。 

 

（２）心身の状況把握と心のケア 

   学級担任等を中心として、電話等を通じ、児童生徒及びその保護者との連絡を密にし、休業

期間中において定期的に児童生徒の心身の健康状態を把握に努めました。また、様々な悩みや

ストレス等に関し、必要に応じて児童支援・生徒指導専任教諭や養護教諭、カウンセラー等に

よる支援を行うとともに、相談窓口を周知するなど、児童生徒の心のケア等に配慮しています。 

 

（３）行事の取扱い 

  ア 学校行事 

    ８月末までに実施予定の学校行事等について、感染拡大防止の観点から内容の変更、実施

方法の工夫の措置、延期等の対応を採ることとしました。 

    また、「遠足（旅行）・集団宿泊的行事」についても、延期または中止、目的地の変更や内容

の精選による縮小等、実施方法の検討を行いました。 

 

 

  イ 市主催行事 

    令和２年度の市主催行事は、原則として、延期または中止等の検討を行っています。 

 

 

 

 

  ウ 秋以降の取扱い 

    学校行事、市主催行事ともに、内容の変更や実施方法の工夫等の対応を継続します。実施

する場合は、感染症対策を十分に講じたうえで行うこととします。また、「遠足（旅行）・集団

宿泊的行事」についても、中止、目的地の変更や内容の精選による縮小等、実施方法の検討

を継続しつつ、実施する場合は、最新の状況や感染症対策を踏まえた計画の検討を行います。 
 

（学校教育活動の再開に向けたスケジュール） 

 

６月１日(月) 
 
 
 

６月 14 日(日) 

ア 小学校、中学校、義務教育学校 

  分散登校による少人数での半日程度の短時間授業 

イ 高等学校、附属中学校 

  時差通学及び分散登校による少人数での半日程度の短時間授業 

※ 部活動等は行わない 

ウ 特別支援学校 

  時差通学や分散登校など各校の実情に応じて工夫 

 

６月 15 日(月) 

 

 

 

６月 30 日(火) 

ア 小学校、中学校、義務教育学校 

  小学校は給食なし、通常学級での半日程度の短時間授業 

  中学校は昼食あり、通常学級での全日での授業開始 

イ 高等学校、附属中学校 

  時差通学を継続したうえで、通常学級での授業 

  昼食の開始 

※ 部活動等は行わない 

ウ 特別支援学校 

  時差通学や分散登校など各校の実情に応じて工夫 

 

７月１日(水) 

 

 

ア 小学校、中学校、義務教育学校 

  小学校の給食を開始し、小、中学校ともに通常どおりの授業開始 

  部活動等の段階的な開始 

イ 高等学校、附属中学校 

  通常どおりの授業開始 

  部活動の開始 

ウ 特別支援学校 

  通常どおりの授業開始 

※ 夏季休業は「８月３日から 16 日」へ短縮予定 

 

 

 

 令和２年度については、授業時数確保のため、夏季休業を「８月３日から 16 日」へと短縮するな

ど、長期休業期間を短縮する方向で調整を進めてまいります。 

 部活動については、７月中は朝練習を実施せず、活動回数や時間数を抑えるなど、段階的に活動

を開始します。８月以降は、同一区内等、近隣校との対外試合等を実施可能とします。 

中⽌を決定した主な市主催⾏事 
 ⼩学校体育⼤会、中学校総合体育⼤会（⼀部種⽬を除く）、 よこはま⼦ども国際平和プログラム、 
 横浜⼦ども会議（区交流会）、中学校・義務教育学校個別⽀援学級合同体育祭、横浜市⽴学校総合⽂化祭の⼀部部

３ 段階的な学校教育活動の再開 

第一期 

第二期 

第三期 

４ 今後に向けての対応 
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